インターンシップ（実習）実施に関する覚書
　鹿児島大学（以下、「甲」という。）と、〇〇〇〇〇〇〇（以下「乙」という。）は、
令和　年度に実施するインターンシップ（実習）の取扱いについて、次のとおり覚書を締結する。

1. インターンシップの目的

　　本インターンシップは、参加学生のキャリア形成教育の一環として、採用選考活動とは一切関わりのない実習を通し、就業意識の形成および社会人基礎力の涵養を図ることを目的とする。

2. インターンシップの概要
乙の実施するプログラムのとおりとする。
3. 事故災害時の対応
甲は実習を行う学生を学生教育研究災害傷害保険、またはこれと同等の保険に加入させ、実習中およびその往復途中に生じた事故により身体に傷害を被った場合に対応する。また、学研災付帯賠償責任保険またはこれと同等の保険に加入させ、実習中およびその往復途中に他人にけがをさせたり、他人の財物を損壊したりすることによって乙が被る法律上の損害を保障の範囲で補償する。なお、乙が被る法律上の損害額が保障の範囲を超えた場合は、超えた部分について、8項により甲乙協議の上決定する。
4. 安全衛生等の取扱い
乙は実習を行う学生の安全衛生その他の作業条件について，労働基準法及び労働安全衛生法の規定に準ずる取扱いをする。
5. 守秘義務・学生の個人情報の取扱い
甲は実習生に対し、実習期間中に知り得た乙の業務上の機密および個人情報を、実習

期間中および実習終了後においても第三者に開示または漏えいしない事を指導し、遵守させる。

乙は、実習生の個人情報の管理について万全を期し、実習生の個人情報を本人の同意なく第三者に提供しない。また、乙は、実習生の個人情報をインターンシップ実施以外の目的には使用しない。
6. 誓約書の提出
　　インターンシップに参加する学生は、実習に先立ち乙に対し「誓約書」を提出する。
7. 実習の中止
　　　誓約書に違反する行為が生じた場合、乙は甲と協議の上、実習を中止することができる。　
8. その他の対応
　　この覚書に定めのない事項については、甲乙協議の上決定する。
9. 覚書の効力
　　この覚書は、下記署名日付より実習終了日まで効力を持つものとする。
　　　　本覚書の締結を証するため本書2通を作成し、甲乙記名押印の上、それぞれ1通を保管するものとする。

令和　年 　  月　　 日
甲　鹿児島県鹿児島市郡元一丁目21番30号
　　鹿児島大学 　　　　
　印
乙　
　　                            　      印　　
